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今回 ※前回 前回比 今回 ※前回 前回比

（％）

日経平均 （円） 27,736.47 26,679.67 ＋1,056.80

▲0.60

米国債券10年利回り （％） 2.417 2.176 ＋0.241 VIX恐怖指数 20.65 25.67 ▲5.02

S&P500 （US＄） 4,545.86 4,411.67 ＋134.19 金（Gold)先物 （US＄） 1.932.05 1,932.65

ジクシス 改定レンジ： ＋13,170 ＋15,060

マーケット概況

NYダウ （US＄） 34,818.27 34,480.76 ＋337.51 TOPIX （円） 1,953.63 1,899.37 ＋54.26

ENEOSグローブ 改定レンジ： ＋13,380 ＋15,160

アストモスエネルギー 改定レンジ： ＋13,400 ＋15,400

LPG元売り4月改定幅予測値（円/ｔ） プロパン ブタン

ジャパンガスエナジー 改定レンジ： ＋11,030 ＋12,800

米国ー日本
（パナマ運河経由）

111.0 102.5 ＋8.5

為替／TTS 4月予測 3月 2月 1月

USD／円
20日〆 123.24 117.21 115.96 115.85

末日〆 123.41 119.53 116.22 115.85

外航フレートSPOT（USD/MT) 今回 ※前回 前回比

中東ー日本 65.0 63.0 ＋2.0

MB 見通し 699 688 678 672 668

プロパン 5月 6月 7月 8月 9月

CP 先物 783 765 751 748 749

プロパン 6月 7月 8月 9月 10月

712 ＋42

LPガス 先物（USD/MT) AL熱量換算比

プロパン 予想値 今回 前回比 今回 前回比

北海Brent 105.46 109.11 ▲3.65

CP 5月

統括部　物流・調達課　

■〔4月CP〕プロパン：$940 (前月比+$45）、ブタン：$960（前月比+$40）　■〔3月MB平均〕：$742（前月比+$64）

エネルギー市場

850 ＋58 97%

原油 先物(USD/BBL) 今回 前回 前回比

NY/WTI 100.31 105.62 ▲5.31

＋3%

MB 4月
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（ウィーン現地時間：9/1  17:00）

西太平洋エリアのコロナ感染者数が増加傾向

コロナウイルス感染者数推移（世界）

今週のTOPIC

米石油備蓄放出及び中国コロナ感染拡大影響により下落も下値100ドル水準維持

当レポートの内容は伊藤忠エネクス㈱ホームライフ部門　統括部／物流・調達課の発行日における見解を記したものであり、その正確性、完全性を保証したものではありません。
また本レポートの無断掲載・転送・改変を禁じます。
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全国：３カ月予報

気温　：北・東・西日本で高い確率40％、平年並み40％、低い確率20％
　　　　沖縄で高い確率30％、平年並み40％、低い確率30％

降水量：北・東・西日本で高い確率30％、平年並み40％、低い確率30％
　　　　沖縄で多い確率30％、平年並み30%、少ない確率40％

（3月25日報）

「日本気象協会：３カ月長期予報」

中国コロナ感染拡大によるロックダウンに伴いLPG需要減少懸念

（弱気） OPEC+政策による段階的原油増産幅拡大に伴う随伴LPガスの増加

★原油一時的下落と不需要期に入り5月CP850㌦(前月比：▲90㌦)前後想定

（強気） ナフサ高による石油化学向けLPG需要の高まり

（弱気）

ロシア-ウクライナの停戦協議進展への期待により供給リスク懸念の後退

LPガス概況

③

中国コロナ感染拡大によるロックダウンに伴いエネルギー需要減少懸念
弱気・

下降要因

① IEA加盟国による協調石油備蓄放出により原油供給量の一時的増加

②

欧米による対ロシア追加制裁に伴う原油禁輸により需給逼迫懸念

② カザフ・パイプライン設備破損に伴い原油生産削減による供給減少懸念強気・
上昇要因

①

統括部　物流・調達課　

原油概況

★欧米による対ロシアへの追加制裁により上振れ可能性あり

影響度

③ フーシ派によるサウジ石油施設への攻撃、情勢悪化に伴う供給不足懸念
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（ウィーン現地時間：9/1  17:00）

今週のTOPIC

米石油備蓄放出及び中国コロナ感染拡大影響により下落も下値100ドル水準維持

当レポートの内容は伊藤忠エネクス㈱ホームライフ部門　統括部／物流・調達課の発行日における見解を記したものであり、その正確性、完全性を保証したものではありません。
また本レポートの無断掲載・転送・改変を禁じます。


